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 はじめに 1.

この資料は、Quartus® II における未使用ピンの処理方法について説明しています。アルテラ社 FPGA / CPLD 

の未使用ユーザ I/O の状態はオプションにより選択できます。デバイス全体に対するオプション設定の方法とピ

ン毎に設定する方法をそれぞれ紹介しています。基板の仕様にあわせて設計が可能です。 

 

対象バージョン: Quartus II 14.0 
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 ユーザ I/O の予約 2.

アルテラ社 FPGA / CPLD のユーザ I/O は、論理上使用しなかった場合に未使用ユーザ I/O になります。た

だし、仕様の変更や基板回路の流用などにより、予めユーザ I/O を予約しておきたいこともあります。 

Quartus II の Reserved Pin オプションを使用する事で、ユーザ I/O を予約することができます。Reserved Pins 

はユーザ I/O を予約するだけではなく、基板の状態にあわせて状態を選択することができます。 

※デバイスにより、予約されたユーザ I/O の選択できる状態は異なります。詳細については、各デバイス・ファ 

ミリのハンドブックをあわせてご参照ください。 

 

 Pin Planner を使用したユーザ I/O の予約 2-1.

Quartus II には、Pin Planner というピン配置の為のグラフィカル・ツールが標準搭載されています。視覚的に確

認しながらピン配置が可能です。Pin Planner では、ピン配置のみならずユーザ I/O に関する様々なオプション設

定が可能です。 

本章では、Pin Planner におけるユーザ I/O の予約方法について説明します。 

 

(手順 1) Pin Planner を使用するために、 

  ・ デバイス型番の設定 

  ・ Analysis & Elaboration 

    を予め実行しておいてください。 

 

(手順 2) Assignments メニュー ⇒ Pin Planner を選択します。(図 2-1-1) 

 

 

 

 

 

図 2-1-1 Pin Planner の選択 
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(手順 3) 画面構成と Reserved 欄の確認を行ってください。(図 2-1-2) 

  ＜必要なリスト＞ 

     ● All Pins リスト 

       論理デザインに含まれるピンの一覧表です。 

        All Pins リストを使用し、ユーザ I/O の予約を行います。 

 

     ● All pins リスト内 Reserved 項目 

       Reserved にて予約された未使用のユーザ I/O 状態を設定します。 

         ※デバイス・ファミリにより選択できる項目が異なることがあります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 2-1-2 Pin Planner 

 

  Reserved の設定に必要なリストや項目が未表示の場合は、下記設定を行いリストを表示してください。 

※デバイスを設定していないと未表示になります。 

 

  ■ All Pins リストの表示方法 ■ 

    Pin Planner 内の View メニュー ⇒ All Pins List にチェックを入れます。(図 2-1-3) 

 

 

 

 

 

図 2-1-3 View メニュー 
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  ■ Reserved 項目の表示方法 ■ 

    All Pins List 内の項目欄を右クリック ⇒ Customize Columns を選択します。 

    起動した Customize Columns ダイアログ内で Reserved を選択し、  ボタンを押し 

    Show these columns in this order に移動します。(図 2-1-4) 

    “OK” ボタンを押し、Customize Columns ダイアログを閉じます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 2-1-4 Customize Columns 

 

(手順 4) All Pins リスト内 <<new node>> をダブルクリックし、任意のピン名を設定します。 (図 2-1-5) 

 

 

 

 

図 2-1-5 All Pins リスト 

 

(手順 5) Location 欄で予約したいピン番号を設定します。 

    直接 ピン番号を入力、もしくはドロップ・ダウンよりピン番号を選択します。 (図 2-1-6) 

図 2-1-6 Location 
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(手順 6) Reserved 欄で基板の仕様にあわせて予約したいピンの状態を選択します。(図 2-1-8) 

    ※デバイス・ファミリにより選択できる項目が異なることがあります。 

  ・ As SignalProbe output 

    出力ピンとなり、SignalProbe ピンとして使用予定 

  ・ As bidirectional 

    双方向ピン 

    Output Enable 等の状態については、Resource Property Editor にて確認できます。 

    (図 2-1-7) 

 

 

 

 

 

 

図 2-1-7 Resource Property Editor 

  ・ As input tri-stated 

    入力ピンとなり、Hi-Z 状態 

  ・ As output driving VCC 

    出力ピンとなり、VCCIO 出力 

  ・ As output driving an unspecified signal 

    出力ピンとなり、不定出力 

  ・ As output driving ground 

    出力ピンとなり、GND 出力 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 2-1-8 Reserved 
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Reserved の設定後、通常通りコンパイルを実行し、Compilation Report にてご確認いただけます。 

 設定したピン名でレポートされます。 

 (図 2-1-9) 

 

 

 

 

 

 

 

図 2-1-9 All Package Pins 

 

 Reserved オプションを使用する事により、改版予定の基板に対応できるピン配置設定が可能です。 

 

 Assignment Editor を使用したユーザ I/O の予約 2-2.

Quartus II の Assignment Editor を使用して ユーザ I/O を予約する方法を説明します。 

Assignment Editor は各行に一つのオプションを設定する形式の為、ピン番号の設定と Reserve Pin 設定の 2 

行を設定する必要があります。 

 

(手順 1) Assignment Editor を使用するために、 

  ・ デバイス型番の設定 

  ・ Analysis & Elaboration  

    を予め実行しておいてください。 

 

(手順 2) Assignments メニュー ⇒ Assignment Editor を選択します。 

 

(手順 3) To 欄の <<new>> をダブルクリックし、任意のピン名を設定します。(図 2-2-1) 

 

 

 

図 2-2-1 Assignment Editor 
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(手順 4) 下記項目を設定します。(図 2-2-2) 

  Assignment Name: Reserve Pin 

  Value:  下記いずれかより選択  

    ※デバイス・ファミリにより選択できる項目が異なることがあります。 

    ・ As SignalProbe output 

      出力ピンとなり、SignalProbe ピンとして使用予定 

    ・ As bidirectional  

      双方向ピン 

      Output Enable 等の情報については、Resource Property Editor にて 

      確認できます。 

    ・ As input tri-stated 

      入力ピンとなり、Hi-Z 状態 

    ・ As output driving VCC 

      出力ピンとなり、VCCIO 出力 

    ・ As output driving an unspecified signal 

      出力ピンとなり、不定出力 

    ・ As output driving ground 

      出力ピンとなり、GND 出力 

 

 

 

 

 

 

図 2-2-2 Assignment Editor 

 

(手順 5) To 欄の <<new>> をダブルクリックし、(手順 3) で設定した予約用のピン名を入力します。 

    (手順 3) と異なる名称にすると別ピン予約として認識されてしまいますのでご注意ください。 
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(手順 6) 下記項目を設定します。(図 2-2-3) 

  Assignment Name: Location 

  Value:  ピン番号 

 

 

 

図 2-2-3 Assignment Editor 

 

(手順7) 必要に応じて (手順 3) から (手順6) を繰り返し、設定終了後に上書き保存    を行います。 

 

通常通りコンパイルを実行し、Compilation Report にてご確認ください。設定したピン名でレポートされます。(図

2-2-4) 

 

 

 

 

 

 

 

図 2-2-4 All Package Pins 

 

尚、Assignment Editor は、スプレッド形式のデータを直接貼り付けることができるため、複数のユーザ I/O を一括

で Reserve 設定することが可能です。 
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 未使用ユーザ I/O の設定 3.

アルテラ社 FPGA / CPLD のユーザ I/O は、論理上使用しなかった場合に未使用ユーザ I/O になります。未使

用のユーザ I/O は基板の仕様にあわせて状態を選択することができます。 

設定方法は基板の仕様にあわせて下記の設定方法を選択できます。 

 ● デバイス全体の未使用ユーザ I/O を一括設定 

 ● ピン毎に未使用ユーザ I/O の状態を設定 

 

 デバイス全体に対する未使用のユーザ I/O 設定 3-1.

基板の仕様上、すべての未使用 ユーザ I/O の状態を同じにすることができる場合には、一括で未使用ユーザ 

I/O の状態を設定できます。 

 

(手順 1) Assignments メニュー ⇒ Device を選択します。(図 3-1-1)   

 

 

 

図 3-1-1 Assignments メニュー 

 

(手順 2) “Device and Pin Options” ボタンを押します。(図 3-1-2) 

 

 

 

 

 

 

 

図 3-1-2 Device ダイアログ 
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(手順 3) “Unused Pins” を選択し、未使用のユーザ I/O の状態をドロップダウン・リストより選択し、”OK”  

  ボタンを押します。(図 3-1-3) 

  ※デバイス・ファミリにより選択できる値が異なることがあります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 3-1-3 Unused Pins 

 

  Reserve all unused pins における選択肢と未使用ユーザ I/O の状態や基板上での処理 

  方法について表 3-1-1 にまとめます。 

 

表 3-1-1 未使用ピンの状態と基板におけるピンの処理方法 

 

 

 

 

 

 

 

 ※デバイス・ファミリにより選択できる値が異なることがあります。 

   また、内部の Weak Pull-Up 抵抗の値についてもデバイス・ファミリや設定により異なります。 

   各デバイス・ファミリのハンドブックをあわせてご参照ください。 

 

設定後、通常通りコンパイルを実行し、Compilation Report にてご確認ください。 

 

＜＜Compilation Report の確認方法＞＞ 

(手順 1) コンパイル終了後、Compilation Report を開きます。 

 

 

ピン・タイプ 状態

As input tri-stated 入力 Hi-Z 接続

As input tri-stated
with bus-hold circutry

入力

バス・ホールド機能が有効

入力がない場合、最後にドライブされた
信号レベルをデバイス内部で保持

オープン

As input tri-stated
with weak pull-up

入力 デバイス内部の Pull-Up 抵抗が有効 オープン

As output an unspecified signal 出力 不定出力 オープン
As output ground 出力 GND 出力 GND もしくは オープン処理

ユーザ・モード時の状態
値 基板上での処理方法
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(手順 2) Fitter ⇒ Pin-Out File もしくは Fitter ⇒ Resource Section ⇒ All Package Pins を選択します。 

    (図 3-1-4) 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 3-1-4 Compilation Report 

 

  未使用のユーザ I/O は設定された値に対応した表示になります。 

  表 3-1-2 は、設定した値とレポート・ファイル内の表記の対応表です。 

   

表 3-1-2 未使用ユーザ I/O の設定値とレポート・ファイル内の表示対応表 

 

 

 

 

 

  尚、Pin-Out File には、レポート・ファイル内の表記に対してピンの状態や基板におけるピン 

  の処理方法等の説明が記載されています。(図 3-1-5) 

 

 

 

 

値 レポート・ファイル内表記
As input tri-stated RESERVED_INPUT
As input tri-stated with bus-hold circuitry RESERVED_INPUT_WITH_BUS_HOLD
As input tri-stated with weak pull-up RESERVED_INPUT_WITH_WEAK_PULLUP
As output driving an unspecified RESERVED
As output driving ground GND*
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図 3-1-5 Pin-Out File 

 

基板設計時には必ず Pin-Out File もしくは All Package Pins にてご確認ください。 

 

 個別ピンに対する未使用のユーザ I/O 設定 3-2.

基板の仕様上、未使用 ユーザ I/O の状態を一部変更する必要がある場合は、第 3-1 章 『デバイス全体に対

する未使用のユーザ I/O 設定』 を行った後、変更する必要のあるピンに対して個別に設定を行います。個別の

設定方法についてはユーザ I/O の予約と同じ設定方法になります。第 2 章 『ユーザ I/O の予約』 をご参照くだ

さい。 

 

基板設計時には必ず Pin-Out File もしくは All Package Pins にてご確認ください。 
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免責およびご利用上の注意 

弊社より資料を入手されましたお客様におかれましては、下記の使用上の注意を一読いただいた上でご使用ください。 

1. 本資料は非売品です。許可無く転売することや無断複製することを禁じます。 

2. 本資料は予告なく変更することがあります。 

3. 本資料の作成には万全を期していますが、万一ご不明な点や誤り、記載漏れなどお気づきの点がありましたら、本資料を入手されました下記代理店までご一報いただければ幸いです。 

株式会社アルティマ  ホームページ:  http://www.altima.co.jp  技術情報サイト EDISON: https://www.altima.jp/members/index.cfm 

株式会社エルセナ  ホームページ:  http://www.elsena.co.jp   技術情報サイト ETS : https://www.elsena.co.jp/elspear/members/index.cfm 

4. 本資料で取り扱っている回路、技術、プログラムに関して運用した結果の影響については、責任を負いかねますのであらかじめご了承ください。 

5. 本資料は製品を利用する際の補助的な資料です。製品をご使用になる際は、各メーカ発行の英語版の資料もあわせてご利用ください。 
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